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 要 旨   

 

目的： 

UCP2 遺伝子多型は肝細胞への脂肪蓄積作用やアルコール障害の防御増強作用を示し、肥

満やアルコール摂取との交互作用により肝機能障害を引き起こす可能性がある。ALT、

γGTP についての UCP2 遺伝子多型（rs2306819、rs599277、rs659366）と飲酒、BMI

や臍周囲径の交互作用をメタアナリシスで明らかにする。 

方法：  

Northern Finland Birth Cohort 1966（n=4996）、Netherlands Study of Depression and 

Anxiety（n=1883）、LifeLines Cohort Study（n=13363）の 3 コホート合計 20,242 人を

分析対象とした。ALT50以上、γGTP58以上（男性） を肝機能障害と定義し、ロジスティ

ック回帰分析にてUCP2遺伝子多型と飲酒、BMIや臍周囲径との交互作用を求めた。 

結果： 

前述の３つのUCP2遺伝子多型は γGTPや ALTと関連がなく、飲酒との交互作用も認めな

かった。一方、年齢、性別、多量飲酒、糖尿病、高血圧、脂質プロファイルを調整すると、

γGTPは、rs659366遺伝子多型と肥満指標との交互作用を認めた(臍周囲径(p=0.03)、γGTP、

BMI(P=0.007))。 

結論:  

UCP2 遺伝子多型は飲酒より肥満との交互作用により肝機能障害を引き起こす可能性があ

る。 

  


